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高
槻
市
が
水
道
水
を

購
入
し
て
い
る
大
阪

府
広
域
水
道
企
業
団

が
、
４
月
か
ら
水
１
立

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

額
を
３
円
値
下
げ
し
ま

す
。

　
値
下
げ
に
よ
る
高
槻

市
の
軽
減
額
は
、約
７
，

５
０
０
万
円
で
す
。

　
今
回
の
値
下
げ
分
に

つ
い
て
は
、
一
定
程
度

を
水
道
料
金
の
値
下
げ

に
あ
て
る
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
、
水
道
企
業
団

の
財
政
状
況
は
、
毎
年

黒
字
が
続
き
、
数
年
後

に
は
さ
ら
に
値
下
げ
が

可
能
で
す
。

　
日
本
共
産
党
市
会
議

員
団
は
市
長
へ
の
来
年

度
の
予
算
要
望
や
議
会

で
水
道
料
金
の
値
下
げ

を
求
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
、
市
は
12
月

議
会
で
、「
水
道
料
金

の
値
下
げ
も
視
野
に
い

れ
て
検
討
す
る
。
今
後

に
つ
い
て
も
値
下
げ
に

向
け
た
要
望
を
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。

水
道
料
金
の
値
下
げ
を
要
求

　
文
部
科
学
相
の
諮
問

機
関
、
中
央
教
育
審
議

会
（
中
教
審
）
が
、
昨

年
12
月
12
日
、「
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改

革
」
に
つ
い
て
の
「
中

間
ま
と
め
」
を
決
定
し

ま
し
た
。
教
員
の
長
時

間
労
働
が
社
会
的
問
題

に
な
る
な
か
注
目
さ
れ

る
動
き
で
す
。

　

主
な
内
容
は
学
校
と

教
員
が
担
っ
て
き
た
14

の
業
務
量
の
削
減
と
、

自
治
体
や
地
域
へ
の
業

教
員
の
多
忙
化
に
つ
い
て

務
の
振
り
分
け
な
ど
で

す
。
国
に
は
英
語
教
員

と
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
充

実
を
求
め
ま
し
た
。

　

政
府
統
計
に
よ
る
と

持
ち
帰
り
残
業
を
含
め

る
と
公
立
小
学
校
で
約

６
割
、
中
学
校
で
８
割

近
い
教
員
が
過
労
死
ラ

イ
ン
の
時
間
を
超
え
て

働
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
働
い
て
も
肝
心
の

授
業
準
備
や
子
ど
も
と

接
す
る
時
間
が
十
分
に

と
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
問

題
は
、
教
員
の
命
と
健

康
を
守
る
と
と
も
に
、

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
む
け

　
　
調
査
と
対
策
の
充
実
求
め
る

　

昨
年
度
の
高
槻
市
の

教
育
現
場
で
は
、
病
気

休
職
者
は
15
人
で
、
そ

の
う
ち
11
人
が
精
神
疾

患
の
休
職
者
で
す
。
精

神
疾
患
で
の
休
職
が
多

い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
一

昨
年
11
月
か
ら
昨
年
３

月
ま
で
、
教
員
の
時
間

外
在
校
時
間
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
長
期
休

み
が
な
い
11
月
で
見
る

と
、
時
間
外
勤
務
が
小

学
校
は
月
42
時
間
23

分
、
中
学
校
は
月
59
時

間
53
分
で
す
。

　

し
か
し
、
高
槻
市
で

は
、
家
へ
の
持
ち
帰
り

仕
事
の
時
間
は
調
査
し

て
い
ま
せ
ん
。
個
人
情

報
に
か
か
わ
ら
な
い
授

業
の
準
備
や
保
護
者
へ

の
配
布
物
な
ど
、
多
く

の
教
員
が
家
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
学
校
は

９
時
で
閉
る
の
で
、
持

ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。
仕
事
の
持
ち
帰
り

の
時
間
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
、
時
間
が
か
か

る
仕
事
は
何
な
の
か
な

ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把

握
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
共
産
党
市
議
団
は

市
に
持
ち
帰
り
仕

事
の
時
間
も
含
め

て
調
査
を
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
高
槻
市
は
、こ
の
間
、

小
学
校
全
学
年
で
35
人

学
級
を
実
施
し
、
き
め

細
か
な
学
習
指
導
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
保

健
室
に
行
く
子
ど
も
の

数
も
減
っ
て
い
る
と
、

議
会
で
も
答
弁
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
教
員

の
多
忙
化
解
消
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
35
人
学
級
を

中
学
校
に
も
広
げ
る
こ

と
。
テ
ス
ト
に
つ
い
て

も
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
、

大
阪
府
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
、
市
の
標
準
テ

ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
せ

め
て
市
の
テ
ス
ト
を
や

め
る
な
ど
、
多
忙
化
解

消
へ
具
体
的
な
対
策
を

実
施
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

子
ど
も
達
の
教
育
の
質

を
左
右
す
る
課
題
で
す
。

３月議会日程
３月１日（木）

７日（水）
８日（木）
９日（金）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
16日（金）
27日（火）

28日（水）

本会議／平成30年
度施政方針説明。他
本会議／代表質問
本会議／質疑
本会議／質疑
福祉企業委員会
都市環境委員会
文教市民委員会
総務消防委員会
本会議／採決、
一般質問
本会議／一般質問

ぜひ傍聴をお願いします。
※いずれも午前10時開会です。
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高
槻
産
の
木
材
を
地
元

高
槻
の
建
築
物
で
利
用
す

る
こ
と
は
多
種
多
様
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
何
よ
り
も
、
間
伐
材
の

利
用
先
が
確
保
さ
れ
、
山

の
間
伐
が
進
み
ま
す
。
間

伐
が
行
き
届
い
た
山
は
元

気
に
育
っ
た
木
の
根
が
丈

夫
に
張
り
、
保
水
力
も
高

く
、
水
源
の
下
流
で
の
洪

水
、
山
腹
の
崩
壊
や
土
石

流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
工
務
店
へ

の
木
造
建
築
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
発
注
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
木
そ
の
も
の
が
持
つ
特

性
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
木

は
空
気
中
の
湿
度
が
増

す
と
、
湿
気
を
吸
い
、
乾

12月
議会

高
槻
産
木
材
、地
元
で
の
利
用
促
進
を
と
要
望

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

燥
す
る
と
放
出
す
る
、
建

物
内
の
湿
度
を
保
つ
作
用

が
あ
り
ま
す
。
湿
度
が
保

た
れ
た
木
造
建
築
の
学
校

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
率
が
低
い
こ
と
が
検

証
さ
れ
て
い
ま
す
（
愛
知

教
育
大
学　
橘
田
紘
洋
名

誉
教
授
）。
ま
た
、
暖
房

の
効
果
が
部
屋
全
体
に
行

き
渡
り
、
足
元
の
冷
え
が

少
な
い
の
で
「
集
中
力
が

落
ち
な
い
」
と
の
検
証
結

果
も
あ
り
ま
す
（
文
部
科

学
省
発
行
『
早
わ
か
り
木

の
学
校
』）。

「
木
材
利
用
基
本
方
針
」に
も
と
づ
い
て

　

高
槻
市
は
２
０
１
４

年
、「
高
槻
市
木
材
利
用

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、

高
槻
産
材
の
利
用
を
促

進
し
て
い
ま
す
。「
方
針
」

に
も
と
づ
い
て
、
市
が
建

設
す
る
低
層
の
建
築
物

で
、
防
火
上
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
高
槻
産
材
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
建
築
物
で

は
、
安
満
遺
跡
公
園
内
に

建
設
予
定
の
「
子
ど
も
未

来
館
」、
市
民
会
館
建
て

替
え
後
の「
新
文
化
施
設
」

で
高
槻
産
材
が
利
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
に

利
用
を
働
き
掛
け
て
い
ま

す
。
昨
年
度
と
今
年
度
、

幼
稚
園
や
保
育
園
、
介
護

事
業
所
で
床
や
建
具
の
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。「
福
祉
施

設
以
外
に
も
、
病
院
や
診

療
所
、
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ

な
ど
、
各
部
署
が
連
携
し

て
、
幅
広
く
働
き
か
け
、

さ
ら
に
促
進
を
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

大
阪
府
は
木
材
利
用
、
治
山
事
業
に

十
分
な
支
援
を

　

大
阪
府
は
昨
年
度
か

ら
、
民
間
の
保
育
園
や
幼

稚
園
に
対
し
て
床
や
壁
な

ど
に
地
元
産
材
を
利
用
し

た
際
の
費
用
を
助
成
し
て

い
ま
す
（
助
成
割
合
１
／

２
、
上
限
２
５
０
万
円
）。

高
槻
で
も
先
述
の
幼
稚

園
・
保
育
園
が
助
成
を
受

け
て
お
り
、
地
元
木
材
の

利
用
を
推
進
す
る
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
助
成
金
の
財
源

は
府
民
税
に
年
額
３
０
０

円
を
加
算
す
る
「
森
林
環

境
税
」
で
助
成
は
再
来
年

度
で
終
了
し
ま
す
。「
森

林
環
境
税
」
は
流
木
・
倒

木
対
策
、
間
伐
の
た
め
の

作
業
道
の
整
備
、
林
業
者

育
成
の
財
源
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
市
に
対
し
「
本

来
は
一
般
財
源
で
十
分
な

予
算
を
計
上
す
る
べ
き
。

府
に
要
望
を
」
と
求
め
ま

し
た
。
市
は
「
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
観
点
か

ら
積
極
的
に
治
山
事
業
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
し
て

い
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

地域
の声

　

津
の
江
地
域
の
方
か
ら
、
歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
は
が
れ
、
段
差
に
な
っ
て
い
る
。
先
日
、
転

倒
し
た
女
性
が
い
た
。
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
路
課
に
連
絡

を
し
、
現
地
を
み
て

も
ら
い
補
修
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。


